
「第２０回地域医療連携懇話会」アンケート集計結果
日時 令和7年２月２７日（木）１４:００～１５:３０

場所 奈良県立医科大学 厳橿会館３Ｆ大ホール

会場参加者 29

オンライン参加者 82

総計 １１１

▶ 参加状況 （名）

アンケート回収数 77件

回収率 69.3%

2025.03.24
地域連携・入退院支援センター

１．参加者職種内訳

（N=111）
（N=77）

医師（歯科

医師を含

む） 64件

58%
看護師

19件

17%

事務職

16件

14%

MSW・社会

福祉士

4件 4%

その他

8件

7%

３．講演Ⅰ「大学病院が関わる在宅医療の教育と在宅医療支援センターによる
支援について」

WEBで

の参加

５０件

65%

会場で

の参加

２７件

35%

２．参加方法について

内容について

（N=77）

・在宅医療について知らないことが多そうであることに気づけた。

・医師のACPの理解や在宅医療に関する理解が深まることを願いたい。

・大学病院が在宅医療の教育を担う難しい側面を知りました。

・これまでに学術的な内容を含んだ包括的な講演を聞いたことがなかったので、非常に勉強にな

りました。

・大学病院で在宅医療を希求するという高いミッションと、実際の実現の道行きに感銘を受けました。

・看護師の立場でできること、できる視点が多くあることを感じて驚きだった 。

・ご自身の経験の共有をありがとうございます。強く伝わってくるものがありました。

・当院では何十年、100年近く在宅医療を続けており、24時間支援診療所も複数抱えています。

緩和ケア病棟もあり、ここ数年は患者や地域住民・介護分野へのACPの普及にも努めています。

そのような環境の中にいると、医療者に対してもACPの教育や在宅医療の教育があまり充実し

ていないことにびっくりしました。特にACPを学校で教えていなかった事も意外でした。でもそ

れを知れたからこそ、これからもACPも在宅医療も「知らない人の方が多い」という認識で普及

に尽力し、患者さんに寄り添えたらと改めて思いました。

・今後、在宅医療は必ず必要になると思います。学生の教育にぜひ在宅医療を取り入れて欲しい。

大いに参

考になっ

た

４８件

62%

参考に

なった

29件

38%

感 想 （抜粋）
※いただいたメッセージは原文のまま掲載しています。



４．講演Ⅱ「地域医療構想や医師偏在、かかりつけ医、働き方改革などの
医療を取り巻く施策の現状と今後の方向性」

※いただいたメッセージは原文のまま掲載しています。

内容について

（N=77）

大いに参考に

なった

５６件

73%

参考になった

２１件

27%

・激変する医療、介護のバランスにびっくりしました。

・今村先生の、噛み砕いて国の考えを教えてくださる講演は、今後も都度都度聴講したいです。

・医療界が人口構成の変遷の影響を受けやすいことをあらためて再認識しました。

・考えれば考えるほどどうにもならない人口の変動があり、未曾有の事態にこれからを担う

世代として何ができるか考えさせられた。

・2040年、その先をみすえての外来医療、在宅医療考えさせられました。地域医療どうなっ

ていくのか。

・ここまでの現状・経緯をわかりやすく説明して下さり、その後これからおこることを先生なら

ではの経験や知見をもとに解説してくださいました。

・地域連携に属しているので、やはり医療政策や人口動態による当院の経営への影響、患者

の予測などを常に考えるので、こうして詳しくお話が聞けてとても参考になった。

・動画が残っていれば見返したいですし、ほかの職員にも直接動画を見せたいと思いました。

・日本の問題、奈良県の問題、奈良医大の問題や課題のお話が勉強になりました。

・非常に幅広い範囲の内容を一括して聞くことができたのは非常にありがたい機会でした。

感 想 （抜粋）

・デスカッションの時間がもう少し長かったらよかったかと思います。

・今の状況をふまえた内容は良かった

・このような機会をありがとうございます。

・貴重なご講演ありがとうございました。

・今回の講義について、参加できなかった現場スタッフも聴講したいと言っております。配信につい

てお願いしたいです。

・地域のドクターと大学のドクターとのデスカッションがもっと活発にできればと思いました。

・できましたら、全員で共有したいのでウェブを再度視聴できる機会をもう一日作ってほしい。

・動画を頂けるならいただきたいです。難しいでしょうか？

・現状の把握に有用でした。在宅でもっと受けられるよう取り組んで行きたいです。

・本日は貴重な機会をありがとうございました。もっと在宅医療・医療業界に貢献していきたいと

改めて感じます。今後は医療の業界全体のことも気にかけて見ていきたいと思いました。

非常に満

足 40件

52%

満足

３７件

48%

５．懇話会全体の感想について

感想、ご意見

満足度

（N=77）

※いただいたメッセージは原文のまま掲載しています。



• 地域医療における多職種連携について

• 地域医療における特定行為看護師の活用について

• 看護師の特定行為やオンライン診療

• 医療とAIの関係性についてなど興味がございます。

• 在宅歯科治療についても知りたいです。

• 奈良県の医療を取り巻く現状と今後の施策・方針など

• リハビリテーション

• 引き続きの地域医療や大学病院の貢献、訪問看護との連携など

• 民間病院としての生き残り方

• 地域医療に関しての現状を取り上げたテーマ

• 医療DXについて基礎的な部分から行ってほしいです。

６．希望するテーマ

第20回地域医療連携懇話会開催に際し、ご講演を賜りました講師の先生方には感謝申

し上げます。

参加者の皆さまからは、上記の他多数のご意見・ご感想をいただき誠にありがとうござ

いました。

今後も、地域の皆さまから更に興味を持っていただけるイベントにしていけるよう尽力

してまいります。


